






要約:Wilson 病患者全国実態調査より,1992-1994 年の約 3 年間に初めて診断された症

例,113 例について検討した.本症の推定発生頻度は,約 34,000 人に 1 人であった.病型別

発症頻度は肝型が 50%と最も多く,次は発症前型の 18%であった.また,劇症肝炎型は 7%で

あった.血清セルロブラスミン値は,10mg/dl 未満が 79.6%であり,正常域(25mg/dl 以上)の

症例が 3.7%認められた.年齢別初発症状は,15歳以下にては肝症状が多くをしめ,それ以降

は神経症状が主体となっていた.Kayser-FIeischer 角膜輪は,6 歳以降の症例に認められ

た.


